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      家元・勅使河原茜をはじめ草月代表作家による 

草月いけばな展 ［目で見えぬものを、いけよ］ 
2014年 10月 29日(水)～11月 3日(月・祝) 日本橋髙島屋８階 

 

いけばな草月流は、2014年 10月 29日(水)～11月 3日(月・祝)の 6日間、 
日本橋髙島屋 8階において草月いけばな展を開催します。 

 

今年で 96回目を迎える草月流最大の展覧会「草月いけばな展」。 

家元をはじめ草月を代表する作家からジュニアクラスの子どもたちまで、700 名を超えるい

け手が一堂に会し、各自の想い・個性を花に託します。 

 

■日本橋髙島屋「草月いけばな展」概要 

【 名 称 】第 96回 草月いけばな展 「目で見えぬものを、いけよ」 

【 会 期 】2014年 10月 29日(水)～11月 3日(月・祝) 

1期：10月 29日（水）・30日（木）  2期：10月 31日（金）・11月 1日（土） 

3期：11月 2日（日）・3日（月・祝）  

    午前 10時～午後 8時 ※但し 10月 30日(木)、11月 1日（土）、3日（月・祝）は午後 6時閉場 

【 会 場 】日本橋髙島屋 8階 

【入場料】当日券 1,000円（税込） 15歳以下は無料 

【同時開催】「勅使河原茜インスタレーション」  

     10月 22日（水）〜11月 3日（月・祝）日本橋髙島屋ショーウィンドー  

     10月 28日（火）〜11月 3日（月・祝）日本橋髙島屋 1階正面ホール 

【問 合 せ】 一般財団法人草月会 事業部事業課 Tel：03-3408-1156 



●草月流第四代家元 勅使河原茜よりメッセージ 

“目で見えぬものを、いけよ。目で見えぬものが、心の中にたくさんある。” 

草月流初代家元・勅使河原蒼風は、著書『花伝書』の中でこう語っています。 

花をいけるとは、心の中にある目では見えない「何か」にかたちを与えることです。花を通し

て心の中の「何か」を見つめ、その「何か」をまた花に託して描いていく。この行為の繰り返

しが花をいけるということであり、こうして、目に見えない何かは少しずつ「私」という輪郭を

獲得していくのです。 

花をいけることは、生きることそのもの。いけること＝生きることの喜び、驚き、悲しみ、不可

思議さ…。会場に並ぶ花の姿を借りた多種多様な「私」に、わずかでも共鳴していただける

ことを心から願っています。 

 

 
 

2013年11月 第95回「草月いけばな展」 家元作品 

 

●勅使河原茜プロフィール 
勅使河原茜（てしがはら あかね） 草月流第四代家元。 
「自由な創造」を大切にする草月のリーダーとして、多様化する現代
の空間にふさわしい新しいいけばなの可能性を追求する。能、ダン
ス、書などの他分野アーティストとのコラボレーションに積極的に取り
組み、また、いけばなを通じて子どもたちの感性と自主性を育む「茜
ジュニアクラス」を開講して指導に力を注ぐ。近年は舞台空間などに
ゼロから花をいけ、音楽や光とともに演出する「いけばな LIVE」を国
内外各地で上演している。 

 
●草月イメージキャラクター「いけるちゃん」 
いけばな界初のゆるキャラ®として誕生した草月イメージキャラクター「いけ
るちゃん」は、日本文化であるいけばなの魅力を伝えるために生まれました。
いつか自分の頭に自分で花をいけてみたいと思っている夢いっぱいの竹の
女の子です。ゆるキャラ®グランプリ 2014 にも出場中のいけるちゃんが、会
場に遊びにきます！ Twitter：@ikeru_chan でつぶやき発信中。 
 

<ご取材について> 

会場・作品の撮影につきましては髙島屋様への事前申請が必要となります。 

ご取材・撮影をご希望される方は、下記 広報部までご連絡ください。 
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<取材のご依頼・本リリースに関するお問い合わせ先＞ 一般財団法人草月会広報部 片山、横内、畑 

                         TEL. 03-3408-1158   FAX. 03-3405-4947   E-mail. pr@sogetsu.or.jp 


